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に
よ
る
防
災
標
語
の
募
集
を
継
続
す
る
ほ
か
、

子
ど
も
た
ち
の
防
災
意
識
の
向
上
を
図
る
防

災
教
育
を
推
進
し
ま
す
。

　

治
山
対
策
に
つ
い
て
は
、
決
壊
箇
所
の
復

旧
や
危
険
箇
所
の
予
防
対
策
と
し
て
梅
香
、

奔
渡
、
松
葉
な
ど
に
お
い
て
、
北
海
道
が
事

業
主
体
と
な
り
8
件
の
治
山
工
事
を
行
う
予

定
で
す
。
今
後
も
危
険
が
予
想
さ
れ
る
箇
所

や
復
旧
を
要
す
る
箇
所
に
つ
い
て
は
、
治
山

工
事
を
北
海
道
に
要
望
し
ま
す
。

　

治
水
対
策
に
つ
い
て
は
、
奔
渡
川
の
護
岸

改
修
事
業
を
継
続
す
る
ほ
か
、
矢
臼
別
演
習

場
内
を
流
れ
る
別
寒
辺
牛
川
水
系
に
お
け
る

未
整
備
流
域
の
調
査
・
設
計
が
継
続
さ
れ
る

よ
う
国
に
要
望
し
ま
す
。

　

廃
棄
物
対
策
に
つ
い
て
は
、
ご
み
焼
却
処

理
場
と
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
の
延
命
化

を
図
る
た
め
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
理
解
と
協

力
を
得
な
が
ら
、
資
源
ご
み
の
分
別
徹
底
に

よ
り
、
リ
サ
イ
ク
ル
率
の
さ
ら
な
る
向
上
に

部
消
防
組
合
が
行
う
建
設
用
地
の
取
得
、
有

利
な
財
源
の
確
保
、
調
査
、
設
計
な
ど
に
関

す
る
取
り
組
み
を
支
援
し
ま
す
。

　

防
災
に
つ
い
て
、
地
震
・
津
波
災
害
の
対

策
で
は
、
段
ボ
ー
ル
製
の
間
仕
切
り
と
簡
易

ベ
ッ
ド
、
ミ
ル
ク
、
紙
お
む
つ
、
生
理
用
品

な
ど
、
高
齢
者
、
乳
幼
児
、
女
性
な
ど
に
配

慮
し
た
備
蓄
物
資
を
整
備
す
る
ほ
か
、
賞
味

期
限
切
れ
と
な
る
備
蓄
用
の
食
料
と
飲
料
水
、

経
年
劣
化
が
著
し
い
苫
多
、
小
島
地
区
の
防

災
行
政
無
線
屋
外
拡
声
子
局
の
ス
ピ
ー
カ
ー

等
を
更
新
す
る
と
と
も
に
、
自
主
防
災
組
織

が
行
う
防
災
資
機
材
の
整
備
や
活
動
に
対
す

る
助
成
制
度
を
創
設
し
ま
す
。

　

ま
た
、
厚
岸
情
報
館
北
側
に
整
備
さ
れ
た

避
難
階
段
と
門
扉
付
近
へ
の
照
明
灯
の
設
置
、

お
供
山
周
辺
治
山
施
設
へ
の
避
難
階
段
の
増

設
、
津
波
避
難
時
に
お
け
る
避
難
者
の
安
全

確
保
や
道
路
の
渋
滞
緩
和
に
係
る
対
策
、
跨

線
橋
等
に
よ
る
避
難
路
の
整
備
な
ど
、
対
策

の
さ
ら
な
る
充
実
強
化
に
向
け
、
引
き
続
き

国
や
北
海
道
に
要
望
し
ま
す
。

　

台
風
や
豪
雨
災
害
の
対
策
で
は
、
門
静
地

区
と
尾
幌
地
区
の
冠
水
・
浸
水
対
策
と
し
て
、

既
存
排
水
施
設
の
改
修
と
増
設
を
行
う
ほ
か
、

災
害
発
生
の
大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い
る
旧

尾
幌
1
号
川
の
現
況
調
査
を
実
施
し
、
そ
の

調
査
結
果
を
踏
ま
え
、
よ
り
効
果
的
な
対
策

を
検
討
し
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
の
防
災
意
識
の
普
及
で
は
、

こ
れ
ま
で
の
自
治
会
ま
た
は
地
域
単
位
に
よ

る
災
害
図
上
訓
練
に
加
え
、
災
害
時
の
避
難

所
運
営
を
想
定
し
た
訓
練
を
実
施
す
る
と
と

も
に
、
厚
岸
町
防
災
訓
練
に
お
け
る
避
難
訓

練
、
防
災
講
演
会
、
教
育
委
員
会
と
の
連
携

し
て
い
る
釧
路
市
に
引
き
続
き
委
託
す
る
と

と
も
に
、
厚
岸
町
に
お
け
る
相
談
窓
口
の
充

実
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

消
防
に
つ
い
て
は
、
厚
岸
消
防
署
が
行
う
、

地
域
の
初
期
消
火
活
動
を
強
化
す
る
た
め
の

水
槽
付
ポ
ン
プ
自
動
車
の
更
新
、
第
1
分
団

床
潭
部
器
具
格
納
庫
の
建
設
、
山
の
手
地
区

へ
の
消
火
栓
の
増
設
、
水
難
救
助
活
動
の
安

全
性
を
高
め
る
た
め
の
潜
水
資
機
材
の
更
新
、

地
震
・
津
波
発
生
時
に
対
策
拠
点
と
な
る
湖

南
・
湖
北
地
区
現
場
指
揮
本
部
の
機
能
強
化

を
図
る
た
め
の
防
災
資
機
材
の
整
備
、
消
防

団
員
の
災
害
活
動
時
の
安
全
を
確
保
す
る
た

め
の
安
全
装
備
品
の
整
備
を
支
援
し
ま
す
。

　

ま
た
、
耐
震
性
の
問
題
に
加
え
、
津
波
浸

水
に
よ
り
消
防
機
能
を
失
う
恐
れ
が
あ
る
と

し
て
、
高
台
へ
の
移
転
・
改
築
を
計
画
し
て

い
る
釧
路
東
部
消
防
組
合
本
部
・
厚
岸
消
防

署
庁
舎
に
つ
い
て
は
、
町
と
し
て
防
災
拠
点

施
設
機
能
を
付
加
す
る
と
と
も
に
、
釧
路
東
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密
に
し
な
が
ら
、
地
域
の
共
同
の
取
り
組
み

を
支
援
し
ま
す
。 

　

さ
ら
に
、
酪
農
・
畜
産
経
営
の
収
益
性
の

向
上
に
取
り
組
む
た
め
、
町
や
釧
路
太
田
農

業
協
同
組
合
な
ど
の
農
業
関
係
団
体
、
畜
産

農
家
な
ど
で
構
成
す
る
釧
路
太
田
畜
産
ク
ラ

ス
タ
ー
協
議
会
が
本
年
2
月
に
設
立
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
協
議
会
で
は
現
在
、
生
産
コ
ス

ト
の
低
減
や
収
益
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み

を
検
討
し
て
お
り
、
そ
の
取
り
組
み
の
実
現

に
向
け
て
支
援
し
ま
す
。

　

家
畜
防
疫
に
つ
い
て
は
、
厚
岸
町
家
畜
自

衛
防
疫
協
議
会
な
ど
関
係
機
関
と
連
携
し
、

家
畜
伝
染
病
の
発
生
予
防
の
た
め
、
引
き
続

き
予
防
注
射
や
伝
染
病
検
査
を
支
援
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
農
場
周
辺
で
の
消
毒
の
徹
底
や
関

係
者
以
外
の
立
入
制
限
な
ど
、
飼
養
衛
生
管

理
の
指
導
と
啓
発
に
努
め
ま
す
。

　

町
営
牧
場
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
預
託

牛
の
適
正
な
育
成
管
理
の
も
と
牧
場
運
営
経

　

釧
路
、
根
室
管
内
の
市
町
村
長
お
よ
び
農

業
協
同
組
合
長
で
構
成
す
る
『
新
た
な
根
釧

酪
農
構
想
検
討
会
議
』
が
、
本
年
2
月
に
、

根
釧
地
域
全
体
の
酪
農
や
地
域
の
将
来
像
と

そ
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
の
基
本
方
向

を
示
し
た『
根
釧
酪
農
ビ
ジ
ョ
ン
』を
策
定
し

ま
し
た
。
今
後
、
こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
で
示
さ
れ

た
草
地
型
酪
農
の
推
進
、
担
い
手
の
育
成
確

保
、
高
付
加
価
値
化
の
推
進
の
3
つ
の
視
点

に
よ
る
具
体
的
な
展
開
策
の
推
進
に
つ
い
て
、

農
業
協
同
組
合
と
連
携
し
取
り
組
み
ま
す
。

　

本
町
の
酪
農
業
を
存
続
さ
せ
る
た
め
に
は
、

新
規
就
農
者
や
後
継
者
を
含
め
た
担
い
手
の

確
保
と
、
自
給
飼
料
を
基
盤
に
し
た
低
コ
ス

ト
で
安
定
的
な
酪
農
経
営
を
目
指
し
、
良
質

な
粗
飼
料
の
生
産
性
向
上
と
安
定
確
保
を
図

り
、
足
腰
の
強
い
経
営
基
盤
を
確
立
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

農
業
生
産
基
盤
に
つ
い
て
は
、
良
質
な
粗

飼
料
確
保
の
た
め
ト
ラ
イ
ベ
ツ
地
区
お
よ
び

尾
幌
第
2
地
区
に
お
い
て
、
道
営
事
業
に
よ

る
草
地
整
備
事
業
が
継
続
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
度
か
ら
3
カ
年
計
画
で
進
め

ら
れ
る
ト
ラ
イ
ベ
ツ
地
区
の
生
乳
生
産
施
設

の
整
備
を
支
援
し
ま
す
。　

　

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
事
業
に
つ
い
て

は
、
本
年
度
か
ら
第
4
期
対
策
と
し
て
開
始

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
事
業
主
体
組
織
で
あ
る

釧
路
太
田
集
落
お
よ
び
中
山
間
浜
中
・
別
寒

辺
牛
集
落
と
の
連
携
を
密
に
し
な
が
ら
、
地

域
に
根
ざ
し
た
効
率
的
な
事
業
展
開
を
支
援

し
ま
す
。

　

昨
年
度
か
ら
開
始
し
た
多
面
的
機
能
支
払

事
業
に
つ
い
て
は
、
事
業
主
体
組
織
で
あ
る

釧
路
太
田
広
域
保
全
活
動
組
織
と
の
連
携
を

定
し
、
国
か
ら
承
認
を
受
け
ま
し
た
。
今
後
、

こ
の
プ
ラ
ン
で
示
さ
れ
た
水
産
資
源
の
安
定

と
資
源
増
大
に
よ
る
生
産
性
向
上
、
ブ
ラ
ン

ド
化
の
推
進
と
付
加
価
値
付
与
に
よ
る
魚
価

の
向
上
、
漁
労
経
費
の
節
減
、
漁
業
後
継
者

対
策
の
4
つ
の
基
本
方
針
に
基
づ
く
具
体
的

な
対
策
に
つ
い
て
、
厚
岸
漁
業
協
同
組
合
と

連
携
し
取
り
組
み
ま
す
。

　

厚
岸
漁
港
の
整
備
で
は
、
国
の
直
轄
特
定

漁
港
漁
場
整
備
事
業
計
画
に
基
づ
く
、
津
波

襲
来
時
の
緊
急
一
時
避
難
場
所
と
し
て
の
活

用
も
期
待
さ
れ
る
人
工
地
盤
や
屋
根
付
き
岸

壁
な
ど
を
備
え
た
衛
生
管
理
型
漁
港
施
設
の

整
備
が
本
年
度
、
本
格
的
着
工
を
迎
え
ま
す
。

こ
の
計
画
に
基
づ
く
漁
港
整
備
は
、
流
通
、

加
工
な
ど
を
含
め
、
安
全
で
安
心
な
水
産
物

の
供
給
拠
点
と
し
て
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

引
き
続
き
早
期
完
成
に
向
け
て
国
に
強
く
働

き
か
け
ま
す
。

　

床
潭
漁
港
に
つ
い
て
は
、
西
側
泊
地
と
東

側
泊
地
の
静
穏
域
確
保
の
た
め
、
外
防
波
堤

等
の
設
置
を
北
海
道
に
要
望
し
ま
す
。

　

ま
た
、
海
岸
保
全
事
業
に
つ
い
て
も
、
早

期
整
備
を
国
や
北
海
道
に
強
く
要
望
し
ま
す
。

　

カ
キ
種
苗
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
引
き

続
き
優
れ
た
特
徴
を
も
っ
た
親
貝
の
確
保
に

努
め
る
と
と
も
に
、
生
産
コ
ス
ト
を
下
げ
る

た
め
の
技
術
開
発
を
進
め
、
良
質
な
種
苗
を

生
産
者
に
安
定
供
給
し
ま
す
。
海
で
の
カ
キ

育
成
技
術
に
つ
い
て
も
、
厚
岸
漁
業
協
同
組

合
お
よ
び
カ
キ
え
も
ん
養
殖
協
議
会
と
連
携

し
て
、
情
報
の
収
集
や
実
地
試
験
な
ど
に
取

り
組
み
、
消
費
者
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
カ
キ

を
つ
く
り
出
す
方
法
を
研
究
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
カ
キ
生
産
者
が
抱
え
て
い
る
種

苗
不
足
の
不
安
を
解
消
し
、
カ
キ
養
殖
業
の

基
礎
で
あ
る
カ
キ
種
苗
を
将
来
に
わ
た
っ
て

安
定
確
保
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

シ
ン
グ
ル
シ
ー
ド
種
苗
の
生
産
に
加
え
、
厚

岸
漁
業
協
同
組
合
が
行
う
ホ
タ
テ
盤
を
使
っ

た
種
苗
生
産
に
つ
い
て
、
カ
キ
の
幼
生
の
提

供
等
、
生
産
体
制
の
確
立
を
支
援
し
ま
す
。

　

昆
布
の
消
費
拡
大
に
つ
い
て
は
、
依
然
と

し
て
低
迷
が
続
い
て
お
り
、
関
係
団
体
が
実

施
す
る
販
売
促
進
活
動
等
を
引
き
続
き
支
援

し
ま
す
。

　

ま
た
、
ア
ザ
ラ
シ
に
よ
る
漁
業
被
害
対
策

に
つ
い
て
は
、
被
害
状
況
の
把
握
を
継
続
し
、

関
係
機
関
と
の
連
携
に
よ
り
、
被
害
防
止
対

策
の
検
討
を
促
進
し
ま
す
。

　

近
年
の
酪
農
業
を
取
り
巻
く
情
勢
は
、
国

際
的
な
農
業
交
渉
の
進
展
や
生
産
費
用
の
増

加
、
規
模
拡
大
に
伴
う
過
重
労
働
、
担
い
手

の
減
少
に
よ
る
離
農
や
高
齢
化
な
ど
、
厳
し

さ
を
増
し
て
い
ま
す
。

は
く
ち

せ
い
お
ん
い
き

そ
し
り
ょ
う

ぼ
う
え
き

し
よ
う

努
め
ま
す
。

　

し
尿
処
理
施
設
に
つ
い
て
は
、
収
集
量
の

減
少
や
質
の
変
化
に
対
応
し
た
適
正
な
処
理

に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
環
境
美
化
運
動
の
推
進
に
つ
い
て

は
、
町
内
各
学
校
の
環
境
美
化
活
動
を
支
援

し
ま
す
。

　

情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
は
、
厚
岸

情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
一
層
の
利
用
増
進
を

図
る
た
め
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
用
光
ケ
ー
ブ

ル
を
増
設
し
ま
す
。

に
ぎ
わ
い
に
満
ち
た
活
力
と

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

　

昨
年
3
月
に
改
訂
し
た
『
厚
岸
地
域
マ
リ

ン
ビ
ジ
ョ
ン
』
は
、
本
町
の
水
産
業
を
核
と

し
た
ま
ち
づ
く
り
の
将
来
を
描
く
具
体
的
な

構
想
と
し
て
、
北
海
道
開
発
局
長
か
ら
モ
デ

ル
地
域
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
く
さ
ま

ざ
ま
な
事
業
が
着
実
に
進
め
ら
れ
る
よ
う
、

国
は
も
と
よ
り
、
北
海
道
や
厚
岸
漁
業
協
同

組
合
等
の
関
係
機
関
と
連
携
し
ま
す
。

　

漁
業
生
産
基
盤
の
整
備
と
つ
く
り
育
て
る

漁
業
は
、
本
町
の
水
産
業
の
発
展
に
非
常
に

重
要
で
あ
り
、
厚
岸
漁
業
協
同
組
合
が
行
う

昆
布
漁
場
改
良
事
業
や
漁
場
造
成
環
境
調
査

事
業
な
ど
を
引
き
続
き
支
援
し
ま
す
。

　

ま
た
、
厚
岸
漁
業
協
同
組
合
と
厚
岸
町
で

構
成
す
る『
厚
岸
地
域
水
産
業
再
生
委
員
会
』

が
、
厳
し
い
状
況
の
続
く
漁
業
、
漁
村
の
活

性
化
を
図
る
た
め
、
浜
の
実
情
に
応
じ
た
具

体
的
な
所
得
向
上
目
標
を
設
定
し
、
そ
の
実

現
の
た
め
の
具
体
的
な
取
り
組
み
を
示
し
た

『
浜
の
活
力
再
生
プ
ラ
ン
』を
昨
年
12
月
に
策

も
ん
ぴ

ま   

じ   

き


